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われている(2), (3)．PbTeの性能は最大性能指数Zmax = 1.5 × 
10-3 K-1を示し，ZT は 1 を超える(4)． 
AgSbTe2系化合物は Zmax = 1.8 × 10-3 K-1であることが
示され (5)，このときの ZT は 1.2 を示し，同じ温度域で
開発されている他の熱電材料と比較しても非常に高く，
更なる高性能化が期待される熱電材料である．また，こ







Zmax ( K-1) 
Bi2Te3 2.2  7.1 × 10-3 
PbTe 1  1.5 × 10-3 
AgSbTe2 1.2  1.8 × 10-3 
TAGS 1.9 2.5 × 10-3 
AgPb18SbTe20 2.1 2.6 × 10-3 






いて，すべて NaCl 構造を有する．最大性能指数 Zmaxの
みを比較すると，Bi2Te3 が最も大きな値を持つ．Bi2Te3
の結晶構造は単位胞の中に Bi と Te の原子をそれぞれ 2
個と 3 個含む菱面体構造である．（図 1 参照）また，この
菱面体構造は見方を変えると，六方晶の結晶構造になる．
（図 2 参照）六方晶の c 軸方向に Bi の層と Te の層が積
層するが，結晶周期的にTe－Te の結合が存在し，分子間








ントは以下の 2 点である． 
 






図 1  Bi2Te3の結晶構造 
図 3 ダイアモンドアンビルセル概観（正面） 









図 5 2.9GPa のAgSbTe2のX 線回折パターン 
図 6 16GPa のAgSbTe2のX 線回折パターン 
図 7 24GPa のAgSbTe2のX 線回折パターン 









































大気圧における AgSbTe2 の X 線回折パターンは， 
AgSbTe2 単相の回折ピークを示し，NaCl 構造を示した．
回折ピークから算出した格子定数 a = 6.0780（1）Åの fcc
格子で同定された．ダイアモンドアンビルを用いて，試




















図 4 ダイアモンドアンビルセル概観（側面） 
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 図 9  30GPa までのAgPb18SbTe20の圧力増加に伴う
X 線回折パターン変化． 
HPI （6.4 ～ 12.1GPa の圧力領域）：斜方晶 
HPII（14.4 ～ 30GPa の圧力領域）： CsCl 構造 
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図 11 ひずみゲージによるアンビル内圧測定の様子 
